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｜
方
通
行
の
講
義
か
ら
、
学
生
が
祇
極
的
に

参
加
す
る
双
方
向
型
の
授
業
へ
Ｉ

２
０
０
８
年
に
出
さ
れ
た
中
教
審
答
申
で

は
、
大
学
教
育
改
善
の
た
め
の
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
学
生
に
授
業
へ
の
主
体
的
な
参
加
を
促

す
「
双
方
向
型
授
業
」
に
注
目
し
て
い
ま
す
。

そ
の
実
現
に
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の

積
極
的
な
活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
教
育
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い

く
か
が
大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
大
学
で
は
、
学
内
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境

を
整
備
し
、
Ｐ
Ｃ
必
携
化
、
さ
ら
に
ア
カ
ン
サ

ス
ポ
ー
タ
ル
の
開
発
や
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
と

の
包
括
ラ
イ
セ
ン
ス
提
機
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

に
向
け
て
環
境
整
備
、
技
術
開
発
を
稲
極
的
に

推
進
し
て
お
り
、
今
日
、
国
内
で
も
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
環
境
と
し
て
学
外
か
ら

も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

大
学
の
授
業
は
対
面
が
基
本
で
あ
り
、
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
は
従
来
の
授
業
を
置
き
換
え
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
補
完
的
な
面

で
ｌ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
け
ば
時
間
と
空
間
の

制
約
を
超
越
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性

が
広
が
り
ま
す
。

時
間
と
空
間
を
超
越

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
広
が
る

P10アクティブ･ラーニングのための学習空間を創造する

P91導入ﾘ例21目に見えない物愛の柵造や変化を可視化
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金
沢
大
学
で
は
現
在
、
授
業
の
理
解
を
助
け

る
多
く
の
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
ネ
ッ
ト
上
に

公
開
し
て
お
り
、
学
生
は
Ｐ
Ｃ
を
使
っ
て
予
習
、

復
習
に
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
モ
バ
イ
ル
端
末
も
含
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

す
れ
ば
、
「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
」
「
自
分
の
ペ
ー

ス
で
」
自
学
自
習
が
可
能
で
す
。
と
り
わ
け
、

反
復
学
習
が
必
要
な
語
学
に
は
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ

は
最
適
で
し
ょ
う
。
「
学
生
の
個
性
と
学
ぶ
権

利
を
尊
重
し
、
自
学
自
習
を
基
本
と
す
る
」
こ

と
を
大
学
憲
章
で
宣
言
す
る
本
学
に
と
っ
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
学
生
の
学
び
を
き
め
細
か
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
シ
ス
テ
ム
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ｌ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
北
陸
３
県
の
国
立

大
学
（
富
山
大
学
・
福
井
大
学
・
北
陸
先
端
科

学
技
術
大
学
院
大
学
・
金
沢
大
学
）
を
結
ぶ

「
双
方
向
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
」
を
２
０
０
６

年
度
か
ら
開
始
し
て
い
ま
す
。
同
シ
ス
テ
ム
に

よ
っ
て
学
生
は
、
他
大
学
の
さ
ま
ざ
ま
な
授
業

を
自
分
の
大
学
に
い
な
が
ら
に
し
て
受
講
、
意

見
交
換
が
可
能
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
金
沢
大
学
が
東
京
学
芸
大
学
、

愛
知
教
育
大
学
、
千
歳
科
学
技
術
大
学
と
提
携

し
、
明
年
度
か
ら
開
始
し
た
教
員
免
許
更
新
に

臼
学
自
習
を
き
め
細
か
く

サ
ポ
ー
ト

１
１
１

鮭
一一

P8I罰困亜麺I知識量に差がある初年次教育にjM鉱

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
手
段
で
あ
っ
て
、
目
的
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
大
学
の
教
育
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
選
択
肢
で
す
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

ど
ん
な
授
業
に
適
し
、
ど
の
よ
う
な
教
育
効
果

が
あ
る
の
か
、
本
学
で
は
常
に
検
証
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

金
沢
大
学
は
先
駆
者
と
し
て
、
い
ま
も
進
化

を
続
け
て
い
ま
す
。

授
業
通
性
と
教
育
効
果
を
検
証

お
け
る
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
講
習
」
も
高
い
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。

鮒

一
一画＝一一

金沢大学教育担当理事

樫見由美子
KASHIMlYumiko

P6国内屈指の規模を誇るトップレベルのeラーニング環境
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P4学生PC必携化が牽引ユビキタス化する莞ヤンパス
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特集

ICTが変える大学教育
キャンパス･インテリジェント化柵想

Acanthus4

出席管理システム

学生は識義室入室時に学生証(|cカー

ド)を専用端末にかざすだけで出席登録

ができます｡出席確認の時間が大幅に

短縮され,授業時間を有効に使えます。

KANAZAWAUNlVERSITY

学生]PC必携化が牽引

こエビキタス化する
キャンパス
全国的に見ても最先端を行く金沢大学のキャンパス・イン

テリジェント化｡システムの導入には多くの課題がありまし

たが,2006年度の学生PC必携化が牽引しました。

総合メディア基盤センター長

青木健一教授
AOKlKenichi

金
沢
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ト
化
構
想
は
「
Ｉ
Ｔ
教
育
川
素
材
集
の
開

発
と
Ｉ
Ｔ
教
育
の
推
進
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

文
部
科
学
省
の
２
０
０
４
年
度
「
現
代
的
教

育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
現
代
Ｇ

Ｐ
）
」
に
採
択
さ
れ
、
学
内
に
「
Ｉ
Ｔ
教
育
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
立
ち
上
げ
た
こ
ろ
か
ら

一
気
に
進
み
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
度
か
ら
講
義
室
や
図
書
館
、

食
堂
な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
各
所
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
侭
。
こ
れ
に
併

せ
て
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
必
携
化
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
囲
ま
れ
た
キ
ャ
ン
パ
ス

は
ま
さ
に
空
気
の
よ
う
に
Ｐ
Ｃ
を
利
用
で
き

る
ユ
ビ
キ
タ
ス
擬
な
環
境
を
実
現
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
何
年
腿
よ
り
、
理
系
・
文
系
を
問

わ
ず
、
「
尚
度
情
報
化
時
代
に
対
応
で
き
る

情
報
処
理
の
雅
礎
能
〃
・
総
合
力
を
持
っ
た

人
材
育
成
」
が
不
可
欠
と
の
考
え
に
蕪
づ

き
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
を
利
川
し
た
新
入
唯
向
け

の
授
業
「
怖
報
処
理
鵬
礎
」
を
必
修
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
３
年
間
の
現
代
Ｇ
Ｐ
が
終

了
し
た
２
０
０
７
年
皮
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
沼

川
し
た
教
育
環
境
柵
築
の
取
り
組
み
を
継
続

さ
せ
る
た
め
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
椛
進
端
」
（
現
在

の
Ｆ
Ｄ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
室
）
を
立
ち
上

げ
、
ア
カ
ン
サ
ス
ポ
ー
タ
ル
の
巡
川
を
拠
っ

て
い
ま
す
。

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
が
進
む
全
国
の
大

学
の
な
か
で
も
、
金
沢
大
学
は
ト
ッ
プ
を
走
っ

て
い
ま
す
。
先
頭
に
押
し
上
げ
る
ブ
ル
ド
ー

空
気
の
よ
う
に
Ｐ
Ｃ
を
利
用

,品毎■Z

ザ
ー
役
を
果
た
し
た
の
が
Ｐ
Ｃ
必
鵬
化
で
あ

り
、
こ
れ
ま
で
の
先
駆
的
な
取
り
組
み
は
、

徐
々
に
成
果
を
出
し
始
め
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
化
椛
想
は
「
成
功
し
た
」
と
肴
え
ま
す
。

加
え
て
、
機
器
の
チ
ェ
ッ
ク
や
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
識
習
会
な
ど
を
机
当
し
、
学
生
の

Ｐ
Ｃ
必
携
化
を
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
金
沢
大
学
生
協
の
役
割
も
見
逃
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

｢~~~~.~一一一一~一一~~一一一一~~~~~一一一一I

|金沢大学生協なら4年間安心！｜
|充実のPCｻボーﾄ体制
|･ｾｯﾄｱｯプ講習会
｜・PC,ｿﾌﾄの操作法アドバイス｜
｜・無償修理,代替PC貸出

I（生協で賊入した推奨ﾏｼﾝに限る）｜
I__一一,

PC必携化

学内の無線LAN環境の整備に伴

い,ﾉー ﾄPCを必携化｡キャンパス内
で空気のようにPCを使用できる環境

を構築しています。

ヨ

品▼Wr1

画邑｜

;1

亜

クリッカー

授業中,クリックひとつ

で学生の理解度や賛

否を問うことができ,学

生参加型の授業が作

れます｡回答を自動的

にグラフ化する機能も

あります。
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5【特集】ICTが変える大学教育

岬西

ざざ

鴬
琴壷奉ミ

ン

ャー

無線LAN

授業以外でもPCが使用で

きるように,キャンパスのほ

ぼ全域でネットワークアク

セスが可能な無線LAN環

境を整備しています。
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伊
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溌器 M1

ア
カ
ン
サ
ス
ポ
ー
タ
ル
（
Ｐ
７
参
照
）
の
開

発
・
遮
川
に
あ
た
っ
て
は
学
内
に
あ
る
既
存

シ
ス
テ
ム
に
橋
を
架
け
、
一
つ
の
シ
ス
テ
ム

に
す
る
独
自
の
「
金
沢
大
学
方
式
」
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
を
丸
ご
と
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、

大
学
の
各
部
肘
が
こ
れ
ま
で
個
別
に
導
入
・

運
用
し
て
き
た
複
数
の
教
育
関
連
シ
ス
テ
ム

を
、
学
習
履
歴
や
指
導
状
況
を
記
録
す
る

「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
‐
｜
に
集
約

し
、
こ
れ
を
介
し
て
す
べ
て
の
シ
ス
テ
ム
の

連
携
を
図
り
ま
し
た
。
全
国
か
ら
視
察
に
訪

れ
る
大
学
も
多
く
、
「
金
沢
大
学
方
式
」
は
他

人
学
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
入
り
川
が
ア
カ
ン

サ
ス
ポ
ー
タ
ル
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
従

来
、
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
際
、
複
数
の
Ｉ

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
し
た
が
、
ア
カ

ン
サ
ス
ポ
ー
タ
ル
で
は
「
金
沢
大
学
Ｉ
Ｄ
」
の

み
で
、
す
べ
て
の
必
要
怖
報
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

金
沢
大
学
で
は
２
０
１
０
年
度
よ
り
、
入

学
が
決
ま
っ
た
時
点
で
す
べ
て
の
学
生
に
金

沢
大
学
Ｉ
Ｄ
を
付
与
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

身
分
の
変
更
に
よ
ら
な
い
堆
涯
Ｉ
Ｄ
で
あ

り
、
卒
業
、
大
学
院
進
学
、
就
職
後
も
ア
カ
ン

サ
ス
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
す
る
こ
と
が
で

き
、
母
校
へ
の
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
う

ね
ら
い
も
あ
り
ま
す
。

※
あ
ら
ゆ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
接
続
さ
れ
た
状
態
で

だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
悩
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
状
態

「
金
沢
大
学
方
式
」
を
採
用

金沢大学のキャンパス・インテワジエント化

金沢大学の情報ネットワーク拠点｡学内ネッ

トワークの管理や情報セキュリティ対策,学

術情報ヂｰﾀべｰｽなどを提供しています。

http://www・imc,kanazawa-u･ac

／
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インターネットを利用して箕料の提示,テストの実施,レポートの提出や成績データの
典計が行える学習管理システム(LMS)です。
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国内屈指の規模を誇る

トップレベルの
eラーニング環境

匿宇

eラーニングには,PCとインターネット環境があれば

｢自由な時間,場所で学習できる｣｢自分のペースや達成

度に応じて学習を進めることができる｣｢授業の聞き逃

しがない｣といった,さまざまなメリットがあります。

大学教育開発･支援センター

FD・ICT教育推進室実務委員長

山田政寛准教授
YAMADAMasanori

配抄サンか･･班

■全二P4■■釦●PBI

玉

?’

Z

■、じじ

I0u･奥竺一｜

■守呈もrlMTlHIMDm岨や
乳

■★虹宜固岨hロプィツ噂

p"6館ら笠一世寸吋□凸学
生
一
人
ひ
と
り
の
学
習

状
況
を
把
握

“'1民J'卜､｡凸廿岬Np刊記

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
場
所
や
時
間
を
選
ば
な

い
一
方
で
、
学
習
符
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｌ
Ｍ
Ｓ
）

と
迎
鵬
し
て
学
生
の
学
習
脳
鵬
を
残
す
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
「
ど
の
恥
元
を
い
つ
、
ど
れ

く
ら
い
の
時
間
、
学
習
し
た
か
」
「
テ
ス
ト
の

成
絞
は
ど
う
だ
っ
た
か
」
な
ど
、
教
員
が
個
々

の
学
生
の
学
習
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
学
習
履
歴
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

学
課
が
停
滞
し
た
学
生
や
、
十
分
に
理
解
し

て
い
な
い
部
分
な
ど
を
効
率
よ
く
見
つ
け
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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対
面
授
業
と
組
み
合
わ
せ

よ
り
高
い
教
育
効
果

特集

ICTが変える大学教育
キャンバス･インテリジェント化概想

パワーポイントのグラフデータなども使用 I環境問題の基礎｣には,教科譜では表せないような動画も収録
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導入事例1

知識量に差がある
初年次教育に最適

国凹F口輔i4DI伊

一
園
爾

共通教育科目｢大学･社会生活論｣を担当する古畑徹教授に，

eラーニングの活用法について伺いました。｛ ロ－

人間社会研究域歴史言語文化学系

古畑徹教授
FURUHATATorU

「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
は
、
大
学
で
学
ぶ

た
め
の
基
礎
を
１
年
生
の
時
に
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
る
初
年
次
教
育
と
し
て
、
新
入
生

１
８
０
０
人
を
対
象
に
行
っ
て
い
る
全
学
共

通
の
必
修
科
目
で
す
。
内
容
は
ノ
ー
ト
の
取

り
方
や
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
と
い
っ
た
ス
タ

デ
ィ
ス
キ
ル
ズ
か
ら
、
就
職
活
動
・
健
康
管

理
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
留
学
支
援
な
ど
社
会

生
活
の
基
礎
や
自
己
開
発
師
さ
ら
に
は
人
権
・

環
境
・
技
術
者
倫
理
な
ど
の
現
代
的
な
教
養

ま
で
、
幅
広
い
テ
ー
マ
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

学
生
に
よ
っ
て
持
っ
て
い
る
知
識
が
異
な

る
ス
タ
デ
ィ
ス
キ
ル
ズ
や
社
会
生
沼
に
関
す

る
事
柄
を
対
面
授
業
で
提
供
す
る
の
は
時
間

的
に
も
、
あ
る
い
は
教
典
の
負
狐
も
大
き
い

も
の
で
し
た
。
し
か
し
初
年
次
教
育
に
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
個
々
の

知
識
量
に
応
じ
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、

効
率
よ
く
学
生
の
知
識
の
平
準
化
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
そ
こ
に
背
声
を
加
え
、

場
合
に
よ
っ
て
教
典
も
幾
場
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
教
材
は
紙
媒
体
の
教
科
醤
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
環
境
問
題
に

関
し
て
は
「
ゴ
ミ
」
「
排
水
処
理
旨
金
沢
大
学

の
取
り
組
み
」
の
三
つ
の
コ
ン
テ
ン
ッ
が
作

成
さ
れ
、
対
面
授
業
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
は
従
来
の
対
面
授
業

で
は
、
す
べ
て
を
受
撤
す
る
の
に
賜
過
か
か

り
ま
し
た
が
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
で
数

効
率
よ
く
知
識
を
平
準
化

「
大
学
・
社
会
生
活
論
」
の
よ
う
な
授
業
は
、

近
年
全
国
で
琳
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
金
沢

大
学
が
先
駆
け
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
状
況
で
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の
作
成
ま

で
始
め
ま
し
た
の
で
、
他
大
学
の
サ
ン
プ
ル

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
取
り
組
み
に
は
多

く
の
困
難
が
伴
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｆ
Ｄ
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
室
と
綿
密
に
話
し
合
い
、

そ
の
支
援
を
受
け
て
何
と
か
開
発
で
き
ま
し

た
。
お
か
げ
で
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
導
入
後
の

「
大
学
・
社
会
生
涌
論
」
へ
の
学
生
の
評
価
は

尚
く
、
４
分
の
３
以
ｋ
が
プ
ラ
ス
と
評
し
た

ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。

AにanthL旧8

週
間
稗
度
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
生
は

学
期
末
を
試
験
や
レ
ポ
ー
ト
に
集
中
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

U句■~

■

よ
り
教
育
効
果
を
上
げ
る
に
は
、
「
大
学
・

社
会
生
活
論
」
の
よ
う
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
対

面
授
業
を
組
み
合
わ
せ
た
ブ
レ
ン
デ
ッ
ド
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
す
。
今
後
は
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
を
蝋
独
で
活
用
す
る
よ
り
も
、
対
面
授

業
と
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
い
く
か
が

課
題
と
な
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
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導入事例21

目に見えない物質の
構造や変化を可視化

｢化学実験｣などの授業でeラーニングを駆使している

国本浩喜教授にそのメリットを聞きました。

理工研究域物質化学系

国本浩喜教授
KUNlMOTOKoki

遊
び
心
の
あ
る
教
材
で
学
生
の

興
味
を
引
き
冊
す

共
通
教
育
課
程
で
文
系
学
生
を
対
象
に
「
身

の
ま
わ
り
の
化
学
」
と
い
う
授
業
を
開
排
し
て

い
ま
す
が
、
テ
キ
ス
ト
だ
け
で
は
物
髄
の
構
造

や
性
質
、
変
化
を
教
え
る
に
は
限
界
が
あ
る

と
術
感
し
た
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に
授
業
に
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

物
質
は
原
子
や
分
子
、
イ
オ
ン
な
ど
の
基

本
粒
子
が
集
合
し
て
で
き
て
お
り
、
物
髄
の

性
衝
は
そ
れ
ら
の
集
合
状
態
や
配
列
に
強
く

依
存
し
て
変
化
し
ま
す
。
ま
た
、
基
本
粒
子

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。
物
質
の
成
り
立
ち
や
性
質
の
関
係
、
堆

本
粒
子
、
特
に
分
子
の
大
き
さ
と
い
っ
た
Ⅱ

に
見
え
な
い
も
の
を
理
解
し
、
考
察
す
る
に

は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
叩
祝
化
、
虻
体

化
し
た
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
が
極
め
て
有
効
で
す
。

授
業
で
は
分
子
モ
デ
ル
の
閲
像
や
、
分
子
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
動
禰
、
ビ
デ
オ
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
媒
体
を
川
い
て
い
ま
す
。
遊
び
心
の
あ

る
教
材
は
学
生
の
化
学
に
対
す
る
好
奇
心
や

興
味
を
引
き
出
す
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
作
成
し
た
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教

材
は
こ
の
ほ
か
、
化
学
実
験
を
集
め
た
動
画

集
や
実
験
器
具
の
扱
い
方
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
「
ｅ
ラ
ー
ニ
ン

グ
に
依
存
し
過
ぎ
て
は
い
け
な
い
」
と
も
考

え
て
い
ま
す
。

怖
報
故
の
多
い
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
優
れ
た
学

習
方
法
で
、
教
育
効
果
も
見
込
め
ま
す
が
、
万

能
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
理
解
を
深
め
る
に

は
紙
媒
体
の
教
科
件
の
併
川
が
不
可
欠
で
す
。

学
習
管
理
シ
ス
テ
ム
も
駆
使

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
の
ほ
か
に
も
、
学
稗
符

理
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
学
生
へ
の
連
絡
、
盗
料

の
配
付
、
予
認
・
復
習
、
課
題
提
出
、
出
席
管

理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
習
管
理
シ
ス
テ

ム
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
多
人
数
の
対
面
授
業

で
は
雌
し
い
「
学
堆
と
の
佃
別
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
こ
ま
め
に
行
う
こ
と
も
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
単
元
ご
と
に
学
生
の
理
解

度
を
測
る
４
択
、
あ
る
い
は
５
択
の
練
習
問
題

を
Ｗ
ｃ
ｂ
ｋ
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

次
に
開
発
し
た
い
の
は
、
化
学
英
語
の
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
で
す
。
現
在
、
化
学
に
関

す
る
聯
門
災
語
の
教
材
が
少
な
く
、
そ
の
作

成
が
急
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
沢
大
学
が

留
学
生
を
ま
す
ま
す
受
け
入
れ
、
ま
た
、
海

外
へ
本
学
の
学
生
を
送
り
出
し
て
い
く
た
め

に
も
、
で
き
る
だ
け
早
く
開
発
に
取
り
か
か

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一○

リ
ヘ

91特梨】ICTが変える大学教育

キャンパス内にあるコンテンツ

作成スタジオには,実験･実習が

できるようドラフト(排気装髄）
や実験台が設置されています。

物質化学に関する予習･復習を行う｢化学問題集」
直ちに採点でき解脱も表示されます

霊夢

機器の操作法などを動画で確認できる｢ビデオで見る化学実験
の基本操作」
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心
阜
も

Ｆ
ｐ
ｕ
も
。
且
ｒ

職
翌

特集

これまで知識のインプットに偏っ

ていた教育環境に‘双方向のコ

ミュニケーションを加えることで

問題解決能力を養い,学習者

の主体的な参加を促します。

ICTが変える大学教育
キャンパス･インテリジェント化構想

インプット
前提知職･有用な知識

問
題
解
決
能
力
を
養
う

学
習
法
と
し
て
注
目

KANAZ八WハUNIVERSITY

従
来
の
対
而
授
業
は
、
教
典
が
一
方
的
に

知
識
を
伝
達
す
る
学
習
法
が
一
般
的
で
す

が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
教
員
と

学
生
が
、
あ
る
い
は
学
生
と
学
生
が
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
学
習
成
果
を
創
り
出

し
て
い
き
ま
す
。

「
双
方
向
咽
授
業
に
欠
か
せ
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
効
果
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
後
の
社

会
を
狐
う
学
鞭
た
ち
に
求
め
ら
れ
る
問
題
解

決
能
力
を
養
う
学
稗
法
と
し
て
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
極
め
て
有
効
と
言
え
る

で
し
ょ
う
」
（
山
川
政
寛
Ｆ
Ｄ
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

推
進
龍
実
務
委
員
艇
）
。

中
央
図
脊
館
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
考
え
を

活
用
し
た
学
習
空
間
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
多
様
な
形
態
の
教
育
・
学
習
に
応
じ
た

使
い
方
が
で
き
ま
す
。

卜
る

「

孟 一

塚

社会が求める｢問題解決能力を備え,能動的にイノベーション

を起こすことのできる人材｣の育成の鍵として注目されている

学習法が｢アクティブ・ラーニング｣です。

AcanthuSlO

UQ

ｊ

咽
ｗ
ｗ
ｖ
″
，

。

糊無塞雲雲募､油田
呈司

’
一~

這盗
一

白田曲

]ラボスタ淵

アクティブ･ラーニングのための
学習空間を創造する



11【特築】ICTが変える大学教育

間
諜
館
の
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ

~、
ほん和かか九c

II

J

、

金
沢
大
学
で
は
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
さ

ら
に
整
備
し
、
学
習
空
間
・
学
習
支
援
を
よ

り
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

金沢大学IC'rトピックス

しいのき迎賓館セミナールーム

旧石川県庁本庁舎を改築し,2010年

に開館した｢しいのき迎賓館｣3階の

セミナールームの設計に,金沢大学

が参加しました｡40人程度の利用が

可能な｢セミナールームA」はアク

ティブ・ラーニングに対応できるよ

うに可動式の机・イス，3面のスク

リーン,プロジェクター,ホワイト

ポード,無線LANを設置しています。

70人程度の利用が可能な｢セミナー

ルームB｣にはテレビ会議システムが

設置され,無線LANも導入していま

す｡いずれも金沢大学を含む大学コ

ンソーシアム石川参による講義のほ

か,グループワークや実習,企業の会

議,研修などにも利用できます。

ヴァーチャル・ミュージアム構想

金沢大学資料館では所蔵資料のデータベース機能

とWeb上での仮想展示機能を有した｢ヴァーチャ

ル．ミュージアム｣の構築に取り組んでいます｡所

蔵資料を学術研究資料にとどめず,地域情報資源と

してインターネットを介して全世界へ公開,発信す

ることを目的に,2009年度から貴重な文化財であ

る旧制第四高等学校で使われた物理実験機器のデ

ジタル画像データ化を行っています。

蚕

2010年3月,教育効果の効率化や費用削減,ソフトの不正利用防止を目的

に,マイクロソフト社と包括ライセンス契約を締結しました｡これにより金

沢大学に在籍するすべての学生,教職員について,マイクロソフト社の

｢Windows｣と｢Office｣を個別購入する必要がなくなり,いつでも最新の製

品を利用できます。

しいのき迎賓節
■ワ

MS包括ライセンス契約

噂亙 ｸエア

燕石川県内のすべての高等教育槻関(大学,短大,高等専門学校)が連携して,教育交流‘

悩報発信･調査研究等を行い.高等教育の充実・発展に務めています

ー

閲禰

セミナールーム

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
は
大
き
く
三
つ

の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

２
階
の
「
ブ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ジ
」
は
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

も
使
え
る
オ
ー
プ
ン
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
ペ
ー
ス
で
、
飲
食
も
可
能
な
「
ほ
ん
和
か

ふ
え
。
」
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
も
併
設
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
「
イ
ン
フ
ォ
ス
ク
エ
ア
」
（
典
表
紙
参

照
）
は
本
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
で
、
戯
押
検
索
や

新
聞
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
用
Ｐ
Ｃ
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ク
セ
ス
用
Ｐ
Ｃ
を
設
侭

し
て
い
ま
す
。

３
階
の
「
コ
ラ
ボ
ス
タ
ジ
オ
」
は
図
譜
館

蔵
諜
と
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
た
グ
ル
ー
プ
学
習
か

ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
減
習
ま
で
、
多
様

な
学
稗
形
態
を
支
援
す
る
ス
タ
ジ
オ
を
備
え

て
い
ま
す
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
利
用
で
き
る
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ

で
は
、
机
や
イ
ス
を
自
由
に
移
助
し
て
組
み

合
わ
せ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
８
人
用
と
６
人
用
の
部
屋
を
用
意
し

た
グ
ル
ー
プ
ス
タ
ジ
オ
で
は
隣
を
気
に
せ

ず
、
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。



来
期
濡
継
馴
瀦

留
学
生
と
な
っ
た
こ
と
。
水
学
大
学
院
に

進
学
し
、
江
戸
時
代
の
国
学
者
・
鈴
木
狼

の
学
問
に
ふ
れ
た
こ
と
が
、
今
の
研
究
へ
と

続
い
て
い
る
。

水
脈
徹
艇
の
弟
子
で
あ
る
鈴
木
は
、
教

育
の
一
環
と
し
て
養
生
（
健
康
）
も
研
究
し

た
ｃ
鈴
木
の
考
え
は
、
体
の
健
康
だ
け
で
な

く
心
の
他
服
に
も
及
ぶ
。
峨
先
唯
の
研
究

対
象
は
そ
の
「
獲
生
論
」
で
、
教
育
と
も
切

り
離
せ
な
い
と
い
う
。
「
悩
み
や
ゆ
が
み
を

抱
え
る
学
生
と
向
か
い
合
う
と
き
に
役
に

立
つ
。
そ
の
維
験
を
さ
ら
に
研
究
に
活
か

し
た
い
」
と
考
え
る
。

研
究
で
は
江
戸
時
代
の
文
献
を
読
む
。
第

一
・
●
’
誌
、
で
な
い
Ⅱ
本
綴
を
、
し
か
も
古
い
文

法
・
字
体
で
読
む
の
は
至
難
の
業
だ
。
し
か

し
、
読
め
た
と
き
に
は
達
成
感
が
あ
る
。
「
附

属
図
僻
館
に
は
旧
制
第
四
間
聯
学
校
か
ら

の
文
献
も
多
い
。
ま
わ
り
の
先
唯
″
の
ア
ド

バ
イ
ス
に
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

患

N
lli

霞

宝
１
０
昨
里
勾
岨

Ｆ

《
』

「
曜
一 曇

トー

理工研究域機犠工学系助教

若子倫菜
WAKAKOLina

岐阜県出身｡信州大学大学院工学系研究科修了｡｢ものごと
には必ず理由がある｣が信条｡プライベートでも気付けば
研究のことを考えているが｢研究以外の逢味も広げていき
たい｣とはにかむ姿に女性らしさがチラリ。

巳

■
雪
雲

研
究
群
・
教
育
群
で
あ
る
一
方
で
、
就
学

前
の
２
児
の
欧
帆
で
も
あ
る
。
今
が
人
唯

で
雌
も
忙
し
い
時
期
と
感
じ
る
が
、
「
ど
ん

な
こ
と
で
も
自
分
の
た
め
に
な
る
。
研
究

成
果
も
出
し
た
い
」
と
笑
顔
で
決
葱
を
新

た
に
す
る
。
家
庭
で
は
子
ど
も
が
好
き
な

煮
物
を
よ
く
作
り
、
催
期
休
暇
に
は
蝋
身

赴
任
中
の
夫
を
訪
ね
て
上
海
に
行
く
の
だ

と
か
。
忙
し
く
も
、
充
実
し
た
毎
Ⅱ
を
送
っ

て
い
る
。

１
１

江戸の養生論研究を通して

現代にも通じる教育を探る
１
１
＃

外国贈教育研究センター准教授

趨 苦
CHOSei／ZHAOJing

中国出身｡金沢大学大学院社会環境科学研究科修了。

趣味は絵を描くこと。研究室の壁に飾る大きな絵に挑戦

したい｡好きな言葉は仏教用語の｢和顔愛語(わげんあいご・

和やかな笑顔と優しい言葉)｣。

へ
．
『

救側になったころに描いたリンゴの絵

金沢大学男女共同参画

1女』性研究者シリ､=ズ図華麗に‘情熱的に

感
盤
騨
蕊
殖
剰
織

追
求
す
る
浩
子
先
生
は
、
学
生
時
代
に
は

ロ
ボ
ッ
ト
エ
学
を
専
攻
。
周
囲
は
男
性
ば

か
り
だ
っ
た
が
、
性
差
を
意
識
し
た
こ
と

は
な
い
と
い
う
。
次
鮒
に
機
械
そ
の
も
の

よ
り
も
「
使
い
や
す
さ
」
や
「
美
し
さ
」
と

い
っ
た
消
澱
者
の
感
性
に
興
味
を
持
ち
、

感
性
工
学
の
分
野
に
た
ど
り
着
い
た
。

「
男
子
学
生
へ
の
研
究
指
導
を
通
し
て
、

男
女
の
感
覚
の
述
い
を
初
め
て
炎
感
し
ま

し
た
」
。
然
子
先
生
の
研
究
案
に
は
、
肌
在

３
人
の
男
子
学
唯
が
在
職
。
彼
ら
に
数
足

の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
「
き
め
が
細
か
く
み
え

る
」
順
で
並
べ
さ
せ
る
と
、
女
性
で
あ
る
ｎ

分
と
は
全
く
逆
の
結
果
で
驚
い
た
と
い
う
。

そ
こ
で
、
女
子
学
堆
で
拭
し
て
み
る
と
結

果
は
ｎ
分
と
同
じ
だ
っ
た
。
「
本
当
に
不
思

議
。
ぜ
ひ
心
理
学
者
の
意
見
を
聞
き
た
い
」

と
探
究
心
は
尽
き
な
い
。

理
想
の
パ
ー
ト
ナ
ー
像
は
「
お
砿
い
に
ｒ

渉
し
な
い
で
い
ら
れ
る
」
人
働
生
涯
研
究
を

女性ならではの感覚を

感性工学に注ぐ

ア 可

F』

研究パートナー（？）の脚マネキンと
続
け
た
い
か
ら
だ
。
そ
ん
な
務
子
先
生
に

と
っ
て
、
金
沢
大
学
は
と
て
も
魅
力
的
だ

と
い
う
。
「
女
性
や
排
乎
研
究
群
へ
の
サ

ポ
ー
ト
が
き
め
細
か
・
研
究
パ
ー
ト
ナ
ー

制
度
津
を
は
じ
め
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
社
会
的

性
薙
）
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も

多
く
開
仙
さ
れ
て
い
る
。
佃
究
成
果
や
研

究
環
境
に
対
す
る
懲
見
を
ど
ん
ど
ん
発
信

で
き
る
環
境
が
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
」
。

細
人
が
心
地
よ
さ
や
快
適
さ
を
感
じ
る
条
件
を
分
析
し
、

製
品
に
活
か
す
た
め
の
学
問
分
野

噸
研
究
と
、
出
産
・
育
児
・
介
溌
等
を
両
立
す
る
研
究
者

に
研
究
補
助
業
務
を
行
う
パ
ー
ト
ナ
ー
を
派
巡
す
る
全

沢
大
学
の
制
度

‐
ｄ
Ｌ

ACanmusl2
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13金沢大学男女共同参画
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色
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研究の中でとらえ

美の一瞬

、

。

墨
守

極微の世界､素粒子。

』

争べ

｡I

飢
：
’
１
‐
噸 司勺

目

0 葛

塩化アパタイト鉱物
一パナジナイトー

で

いIZ Zミ(順､

金色に易

ぎ

毒躍
P~-

顔

、民這
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誉諭い'z

生鋤。‐。
下水を誉飛
で柵生鈴

nFE竜

、 烏召餐

たヤゴ縦
瑠一＆爵

喜綴倹甲

磯．五

蕊謝
ロﾛ

金沢大学男女典側参画キャリアデザインラボラトリー※では，

理工系の女性研究者が研究をしていて兄つけた笑の一

瞬を紹介する写真展｢BeautyinScience,Technology

andEngineering｣を開催しています。

※女性が猟極的に研究を継続し,成果を挙げて実力を発揮できるように，

研究環境･制度の整備‘広報・啓発活動を行い,男女共同参画社会の実

現をめざしています

http:"cdI.w3.kanazawa-u・acjp／

~
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スタート期

連載】

金沢大学の

キャリアサポート
⑬対策で差が出る！

3年の秋から本格的に始まった就職活動は,春には選

考・内定期に入ります｡金沢大学では,エントリー

シートの書き方から面接の指導まで一人ひとりをき

め細かくサポートします。

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の

書
き
方
で
決
ま
る
”

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
と
は
、
企
業
ご
と
に
提
川

を
求
め
ら
れ
る
応
募
用
の
履
歴
書
の
よ
う
な
も

の
。
志
望
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
一
般
的
な
噸

Ⅱ
か
ら
、
「
あ
な
た
が
も
し
こ
の
会
社
で
新
規
事

業
を
提
案
す
る
な
ら
、
ど
ん
な
事
業
を
提
案
し

ま
す
か
」
と
い
っ
た
、
そ
の
企
業
独
側
の
内
容
ま

で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

大
手
企
業
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
の
場
合
、
提
出
し

た
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
厳
し
い
僻
類
群
在
が
行

わ
れ
、
面
接
ま
で
進
め
な
い
事
例
も
多
く
な
っ
て
い

〃

3 年7月8月9月10月11月12月1月2月3月4年4月

本
学
で
は
、
３
年
次
の
吃
月
ま
で
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
で
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
に
必
要
な
知

識
や
ま
と
め
方
の
指
導
を
一
通
り
行
い
ま
す
。
応

係
す
る
企
業
ご
と
に
適
し
た
内
容
の
も
の
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
２
月
か
ら
３
月
は

個
別
脂
導
が
中
心
で
す
。

志
望
先
の
企
業
が
「
ど
の
よ
う
な
人
材
を
求

め
て
い
る
か
」
「
働
く
上
で
ど
の
よ
う
な
能
力
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
」
な
ど
を
共
に
考
え
、
そ

の
学
生
の
持
ち
味
の
ど
こ
を
巾
心
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
が
よ
い
か
を
学
生
と
一
緒
に
探
っ
て
い

き
ま
す
。
何
時
に
「
な
ぜ
そ
の
会
社
で
働
き
た
い

か
」
「
そ
の
会
社
で
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
か
」

と
い
っ
た
向
己
理
解
も
深
め
、
志
望
動
機
の
掘

り
下
げ
や
キ
ャ
リ
ア
懲
識
の
育
成
を
剛
り
ま
す
。

自
己
理
解
を
促
す

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
指
導

ま
す
。
峨
近
で
は
、
会
社
説
明
会
に
参
加
す
る
際
に

エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
提
出
を
求
め
る
企
業
も
多

く
、
こ
れ
を
き
ち
ん
と
沸
く
こ
と
が
服
喪
で
す
。

烹望企婁にあわせたエントリーシート作成を指導

5月

も
う
一
つ
は
個
別
対
応
で
の
面
接
指
導
で
す
。

志
望
す
る
企
業
ご
と
に
求
め
て
い
る
人
材
像
を

探
っ
た
り
、
選
考
ス
テ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
や
全
体

の
応
募
倍
率
な
ど
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
め
細
か

い
指
導
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
面
接
の
位

悩
付
け
や
何
が
亜
祝
さ
れ
る
か
を
推
測
し
、
ど
の

よ
う
な
点
に
留
意
し
て
面
接
に
望
め
ば
よ
い
か

選
考
試
験
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が
而
接

を
重
視
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
面
接
の

応
対
に
服
解
は
な
く
、
面
接
官
に
「
活
躍
し
て
く

れ
そ
う
な
人
材
だ
」
と
印
象
付
け
ら
れ
る
か
ど

う
か
で
合
否
が
決
ま
る
と
も
言
え
ま
す
。

こ
の
曲
接
対
策
と
し
て
、
大
き
く
分
け
て
二

つ
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
つ
は
さ
ま
ざ
ま
な
面
接
練
習
会
の
実
施
で

す
。
学
推
に
面
接
宵
を
経
験
し
て
も
ら
い
、
採
川

側
が
、
何
を
求
め
て
い
る
か
を
気
付
か
せ
る
場

を
提
供
す
る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
面

接
に
慨
れ
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の

か
を
体
験
し
、
理
解
す
る
中
で
、
対
応
能
力
を
高

め
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

面
接
指
導
で
、
対
応
能
力
を
強
化

面接線習会では面接官も蛭験

一一一一一一一一一一 面 一 一 一 一 一 一 一 一 ’■

就職活動｜
スケジュールI準備期

一一一一一J一一＝＝ーTー u

vl-I貫該薪一；ｲﾝﾀー ﾝｼｯﾌ゚

今回はこの時期のサポートを紹介！

II 選考・内定期
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企 業研修期

、
１

学
生

業界・職種・企業研究

〉 §エントリーｼー ﾄ提出

鰯聴》;個別隼ﾅー
ロ■:

エントリー

合同セミナー
凸
一
⑧
ヴ
ｂ
０
Ｌ
ｎ
ロ
ワ

§筆記試験・面接

ｰ；

：
塾_.…._i,…….…_….』…….._…．

個別相験（進路・自己分析・審類添削・極擬面接等）
就
職
支
援
室

ガイダンス（就活・業界・職菰】

業界。企業研究会’

雲I
求人憎報（KEIナビ)・企業説明会案内



２
０
０
９
年
あ
た
り
か
ら
、
大
手
企
業
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
自
由
応
募
者
よ
り
も
学

内
説
明
会
や
学
校
推
臓
群
を
優
先
し
て
採
用
し

よ
う
と
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
学
で

は
こ
の
よ
う
な
動
き
に
素
早
く
対
応
し
、
業
界
・

企
業
研
究
会
へ
の
参
加
企
業
枠
を
贈
や
す
な
ど
、

採
用
機
会
の
拡
大
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
後
ま
す
ま
す
大
学
の
就
職
支
援
体

制
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
を
見
据
え
て
、
全
学
的

な
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
櫛
築
。
２
０
１
０

年
に
は
、
「
社
会
的
・
職
業
的
自
立
力
を
培
う
『
金

沢
就
業
塾
匡
が
文
部
科
学
省
大
学
生
の
就
業
力

企
業
の
採
用
ト
レ
ン
ド
に

素
早
く
籍
柔
軟
に
対
応

を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

民
間
企
業
の
人
小
採
川
寅
任
者
を
経
験
し
て

い
る
就
職
支
援
室
長
を
は
じ
め
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
ら
ス
タ
ッ
フ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
フ
ル
に
活

か
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教育学部4年

水野陽介さん
製造業に就職内定

、

●就職ガイダンス開催(｢業種別の業界研究」

「エントリーシートの書き方｣｢面接対策｣など）

●業界・企業研究会開催

●エントリーシート添削・模擬面接

●キャリアカウンセラーによるカウンセリング
毎週火･水･木13:00～17:00※要予約

●インターンシップ先紹介

●キャリアラーニングバスツアー実施

●求人'情報・就職関連資料閲覧

壱雲

支
援
体
制
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

育
成
支
援
事
業
（
就
業
力
Ｇ
Ｐ
）
に
採
択
さ
れ
ま

し
た
ｓ

加
え
て
、
就
職
支
援
室
で
は
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
増
員
し
、
よ
り
き
め
の
細
か
い
就
職

一■も句頭壬ga-刃一T－－

顕職又娠＝

〒920.1192石川県金沢市角間町

TEL(076)264-5265

Email在学生syukatsu＠a.m.kanazawa･uacjp

その他syusidou＠a.m.kanazawa･uac.ip

http://www・a.m.kanazawa．u・acjp/wo｢k／

利用時間:平日9:00～17:00(資料室は21:00まで）

キャリアカウンセラーが一人ひとりに合わせて的確にアドバイス

水
野
私
は
、
視
野

を
で
き
る
だ
け
広
く

持
つ
た
め
、
就
職
活
動

に
直
接
関
係
の
な
い

人
た
ち
と
話
し
た
り
、

●
友
達
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
し
た
り
し
て
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と
も

心
掛
け
ま
し
た
。
就
活

は
緊
張
の
連
続
で
す

か
ら
、
し
っ
か
り
息
抜

き
を
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
よ
。

一

一

一

》
就職支授宝前にてガッツポーズ

栗
山
面
接
対
策
で
す
ね
。
３
年
生
の
こ
ろ
、

プ
レ
ゼ
ン
の
上
手
な
学
生
に
出
会
っ
て
衝
撃
を

受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
、
間
の
取
り
方
や
話

し
方
に
気
を
付
け
て
練
習
す
る
よ
う
に
な
り
、

本
番
に
活
か
せ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

水
野
私
も
、
面
接
の
対
策
に
は
力
を
入
れ
ま

し
た
。
自
問
自
答
し
て
自
己
分
析
を
深
め
る
こ

と
で
、
自
分
を
素
直
に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
話
す
内
容
だ
け
で
な
く
、
い
い
印

特
に
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
は
？

学
一
生
一
イ
ー
ー
ン
｜
｜
夕
｜
ビ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ

あ
な
た
の
体
験
教
え
て
く
だ
さ
い

教育学部4年

栗I、憲人さん
建設業に就職内定

一

栗
山
／
合
同
面
接
会
な
ど
で
話
す
と
き
は
、

常
に
選
考
さ
れ
て
い
る
つ
も
り
で
「
見
ら
れ
て
い

る
」
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
単
に
「
話
を
聞

く
」
だ
け
と
は
緊
張
感
が
違
い
、
受
け
答
え
の

技
術
を
磨
く
良
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

就
活
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

象
を
与
え
る
し
ぐ
さ
や
雰
囲
気
に
つ
い
て
も
意

識
的
に
練
習
し
ま
し
た
。
多
少
言
葉
に
詰
ま
っ
て

も
情
熱
や
印
象
で
補
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

塞菖
”員凹■増とr－
aDﾛ

鞠
q，藷』（
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加賀野菜を使ったキャンドル

､
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学生インタビュー
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炭光太郎さん
プロフィール

金沢市出身。

3版から狂言を始める。

もともとは外に出たが

らない性格だったが,今

では海外に行くことも

含め,視野を広げたいと

思っている。

見
聞
を
広
め
て
か
ら
狂
言
師
に

幼少時から続けている狂言と

大学で始めた地域活性化チーム｢ちいきハントん｣。

積極的に地域につながろうと努力する

炭さんに話を伺った。

洲‘『’

'11雲
金沢大学人間社会学域地域創造学類2年

卒
業
後
は
就
職
し
て
働
き
な
が
ら
狂
．
●
㎡

を
続
け
た
い
と
話
す
炭
さ
ん
。
「
ど
ん
な
職

業
も
地
域
と
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
、
ま

ず
社
会
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
知
り
た

い
。
兄
聞
を
広
め
た
後
、
本
峨
に
弟
子
入
り

す
る
つ
も
り
だ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
狂
一
一
両

を
地
域
に
広
め
る
た
め
に
は
、
就
職
は
必

要
な
ス
テ
ッ
プ
だ
と
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

炭
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
蹄
に
期
待
し
た
い
。

『

炭光太郎､唾髪 SuMIkb””
、

「
ち
い
き
ハ
ン
ト
ん
」
が
契
機
に

''1
『

AcanthL鱈16

「
実
は
、
尚
佼
時
代
ま
で
は
狂
甫
が
好
き

で
は
な
か
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
炭
さ
ん
。

し
か
し
大
学
１
年
の
夏
、
東
京
の
本
職
狂

祷
師
の
稽
古
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
狂
言
と
の
か
か
わ
り
を
見
つ
め
直
し

こ
ぷ
う
り

て
み
た
と
い
う
。
例
え
ば
「
蛇
布
搾
北
」
一
曲

を
と
っ
て
も
流
派
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
が
排
か
ら
変
わ
る
こ
と
な
く
連

綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
師
匠
の
言
い
回

し
や
振
り
な
ど
を
ま
ね
て
党
え
る
の
だ
が
、

そ
れ
を
ｎ
分
の
も
の
に
す
る
の
は
、
一
朝
一

夕
に
で
き
る
ほ
ど
た
や
す
く
は
な
い
。
だ

が
、
そ
こ
に
奥
深
さ
と
魅
力
を
感
じ
る
。

「
大
勢
の
人
に
舞
台
を
見
て
も
ら
い
、
狂

喬
を
作
り
伝
え
て
き
た
人
た
ち
の
す
ご
さ
、

こ
っ
け
い

現
代
に
も
通
ず
る
滑
稽
さ
や
風
刺
を
感
じ

て
ほ
し
い
。
そ
し
て
狂
言
を
通
し
て
地
域

と
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い
」
。

伝
統
の
奥
深
さ
を
伝
え
た
い

炭
さ
ん
が
所
属
す
る
和
泉
流
野
村
万
蔵

家
は
、
加
賀
群
前
田
家
お
抱
え
の
狂
言
の

瑞
家
だ
。
炭
さ
ん
も
姉
年
、
以
立
能
楽
蝋
で

金
沢
能
楽
会
の
舞
台
に
立
ち
、
２
０
１
０

ほ
２
上
う

年
の
夏
は
東
京
の
宝
生
能
楽
雌
で
宝
唯
流

の
定
例
能
に
も
出
演
し
た
。

を
あ
わ
せ
て
「
能
楽
」
と
い
う
。

幼
少
時
、
父
と
姉
に
影
響
を
受
け
て
狂

・
一
息
Ｍ
を
始
め
た
。
そ
れ
か
ら
狂
・
●
画
帥
・
野
村

ゆ
う
じ
ょ
う

祐
丞
さ
ん
の
下
で
週
２
，
３
回
の
稽
古
を

続
け
て
い
る
。
狂
言
は
Ⅱ
術
の
出
来
事
を

題
材
に
し
た
喜
劇
で
あ
る
。
能
だ
け
で
は

舞
台
に
緊
迫
感
が
続
く
た
め
、
場
を
和
ま

せ
る
た
め
に
狂
言
を
挟
ん
だ
。
能
と
狂
言

狂
言
一
家
に
生
ま
れ
て

理や砦三一一口ー

舞台に立つ中学時代の炭さん

「
も
っ
と
地
域
と
か
か
わ
り
た
い
」
、
そ
ん

な
思
い
か
ら
地
域
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス

を
哩
攻
し
た
が
、
は
じ
め
は
思
う
よ
う
に

活
動
で
き
な
か
っ
た
。
す
る
と
、
コ
ー
ス
担

当
の
神
谷
浩
犬
教
授
が
い
ろ
い
ろ
な
地
域

交
流
の
機
会
を
作
っ
て
く
れ
た
。

２
０
１
０
年
、
金
沢
市
が
頓
催
す
る
「
金

沢
学
生
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
」

に
‘
コ
ー
ス
の
仲
間
と
「
ち
い
き
ハ
ン
ト
ん
」

を
結
成
し
て
応
弊
し
た
。
金
沢
の
Ｂ
級
グ
ル

メ
・
ハ
ン
ト
ン
ラ
イ
ス
を
も
じ
り
、
お
も
し

ろ
く
〃
ち
い
き
（
地
域
）
〃
を
〃
ハ
ン
ト
（
探

す
）
〃
す
る
と
い
う
思
い
を
重
ね
た
。
採
択

か
が
や
さ
い

さ
れ
た
「
加
伐
夜
鯉
亦
～
加
側
野
菜
と
光
の

ア
ー
ト
～
」
を
企
画
・
運
営
し
、
加
撹
野
菜

を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
っ
て
商
店
街
に

飾
り
付
け
、
金
沢
の
ま
ち
を
元
気
づ
け
た
。

「
み
ん
な
で
〃
を
合
わ
せ
る
べ
き
場
面
も

多
か
っ
た
の
に
、
各
脚
で
動
い
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
が
喜
ん
で
く

れ
た
こ
と
が
う
れ
し
い
」
と
話
す
。
狂
言
以

外
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
体
験
で
き
た

こ
と
で
、
炭
さ
ん
は
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き

た
と
感
じ
て
い
る
。



●男子http:〃amebIo､jp/kanazawa-turties／
●女子http:〃www・geocities､ip/k-u-sunflowers2010／

て
く
れ
た
。
ま
た
あ
る
と
き
は
、
お
年
寄
り

ｋ
級
生
が
引
退
し
た
ば
か
り
の
新
チ
ー

ム
が
目
指
す
の
は
、
５
月
の
北
儒
越
大
金

券
季
学
生
リ
ー
グ
で
勝
ち
、
１
部
昇
格
を

果
た
す
こ
と
だ
。

「
勝
つ
の
は
簡
単
で
は
な
い
が
精
い
っ

ぱ
い
努
〃
す
る
」
と
蔵
欠
込
む
の
は
、
冊

こ
ば
ら

子
キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
原
一
師
さ
ん
（
学
校

教
育
学
類
３
年
）
・
足
腰
を
鍛
え
る
た
め

に
海
岸
で
走
り
込
む
合
宿
を
行
う
な
ど
、

強
く
な
る
た
め
に
は
つ
ら
い
練
習
も
い
と

わ
な
い
。
学
唯
主
体
の
チ
ー
ム
で
は
、
「
川

結
刀
が
燈
も
重
要
だ
」
と
話
す
。

ま
た
、
女
子
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
町
野
綾
香

コートから広がる地域貢献

バスケットボール部

17学生インタビューサークル紹介

の
自
宅
ま
で
伺
っ
て
、
ミ
カ
ン
を
食
べ
な
が

重
《
建

一
…
匙

瀞
鹿■

軍

一屯

地域の小学生たちとの交流

名夢 j弓

へ畠ノ

ミ』j§I

E訂

〃
F，

さ
ん
（
地
域
創
造
学
類
２
年
）
は
「
頑
張
っ
た

ら
い
け
る
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。
「
練
習

は
厳
し
い
で
す
が
、
チ
ー
ム
壷
丸
と
な
れ

る
」
と
話
す
彼
女
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
さ

ら
に
強
め
る
た
め
に
も
、
男
子
に
な
ら
っ
て

合
宿
を
考
え
て
い
る
。

試
合
感
覚
を
養
う
た
め
に
は
練
習
試
合

が
欠
か
せ
な
い
。
主
に
市
内
の
商
校
生
チ
ー

ム
を
相
手
に
行
っ
て
お
り
、
ま
た
「
金
沢
大

学
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
契
機
に
な

れ
ば
」
と
二
人
は
川
を
そ
ろ
え
る
。

さ
ら
に
、
小
中
学
躯
と
の
交
流
試
合
の

運
営
も
見
逃
せ
な
い
。
小
学
校
は
肥
年

間
、
中
学
校
は
７
年
間
続
い
て
い
る
。
「
金

大
だ
か
ら
頼
め
る
」
と
い
う
依
頼
者
か
ら

の
儒
頼
は
厚
い
。
緋
判
や
試
合
逆
営
を
経

験
す
る
こ
と
で
、
コ
ー
ト
の
外
で
支
え
て

く
れ
る
人
々
の
大
切
さ
を
改
め
て
知
り
、

バ
ス
ヶ
が
で
き
る
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い

る
。
人
と
の
か
か
わ
り
を
大
切
に
す
る
彼

ら
は
将
来
、
コ
ー
ト
を
飛
び
川
し
、
社
会

で
も
活
躍
し
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

男
‐
届

"

リ

「灯Llの活躍はここで！

｡http:〃d・hatenane・ip/kanaZawa･noto-akari／

蝿 巳■口1
■ﾛ

■

ン
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

バスケットボール部の活躍はズアで！

く
感
じ
て
い
た
彼
女
は
、
メ
ン
バ
ー
の
顔

C′‘ﾉー己とｻーｸﾙ柵
ノ‘"かOo4〃

現在,金沢大学には文化系サークルが43,
体育系サークルが41あり

2,500人以上の学生が所属しています。＆

を
兄
て
感
極
ま
っ
た
の
か
、
「
会
え
て
卜
《

あ
ん
ど

か
つ
た
」
と
安
堵
し
、
そ
し
て
笑
顔
を
兄
せ

ロ
、
ａ
ttp:"www・a.m.kanazawa-u・ac・jp／
d-gakusei/Student/Club／

能登見守り。｡”
寄り添い隊｢灯」

ら
お
し
ゃ
べ
り
も
し
た
。
ど
ち
ら
も
初
対

の
ケ
ア
を
Ⅲ
的
と
し
て
い
た
が
、
今
で
は

高
齢
者
の
見
守
り
や
防
災
を
か
ね
て
日
常

的
に
地
域
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

世
接
の
き
っ
か
け
は
「
中
越
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

足
湯
隊
」
藩
の
能
登
で
の
活
動
に
参
加
し
た

こ
と
。
人
の
柵
か
さ
に
感
動
し
、
ｎ
分
た
ち

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
と
考
え
た

学
生
た
ち
が
自
主
的
に
集
ま
っ
た
。
足
湯

や
Ｆ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
学
び
、
能
職
の
被

災
地
を
中
心
に
実
践
し
て
い
る
。

あ
る
と
き
、
足
湯
を
し
て
い
た
女
性
が

急
に
泣
き
出
し
た
。
一
人
藤
ら
し
を
寂
し

伽
だ
っ
た
が
、
足
湯
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

＝一
２
０
０
７
年
３
月
の
能
登
半
島
地
震
を

き
っ
か
け
に
結
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
が
り

サ
ー
ク
ル
「
灯
」
。
は
じ
め
は
被
災
荷
の
心

一宇

壷鈴一§r公一閥r

翻祉施醗での足渇の澄子

脂登の癌校生たちと－職に
な
く
、
「
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
心
櫛
え
で
柵

動
す
る
彼
ら
の
合
い
言
業
は
「
い
つ
も
笑

顔
で
！
」
だ
。

妓
近
で
は
、
能
溌
の
尚
佼
生
や
金
沢
の

住
民
に
足
湯
の
良
さ
を
伝
え
て
い
る
。
「
中

越
・
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
足
湯
隊
」
か
ら
「
灯
」
へ
、
そ

し
て
地
域
へ
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
と
も
に
地
域
へ

の
熱
い
想
い
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
サ
ー

ク
ル
端
の
川
来
は
「
燃
え
盛
る
炎
で
は
な

く
、
ぽ
っ
と
灯
る
あ
か
り
」
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
温
か
い
「
灯
」
が
地
域
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

．
皿
．
神
戸
や
新
潟
の
学
生
ら
を
中
心
と
し
た
足
湯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
↓
／

男
女
廻
人
の
メ
ン
バ
ー
に
共
通
す
る
の

は
「
能
登
が
好
き
」
と
い
う
強
い
想
い
。
地

域
の
人
に
足
湯
を
「
し
て
あ
げ
る
」
の
で
は

心に温かい光をともす
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卒業学部を超え，日本各地で交 流が進む
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〒920－1192石川県金沢市角間町

TEL(076)26斗5081FAX(076)234-4015
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金沢大学学友会

[事務局]金沢大学学友支援室

協
議
会
か
ら
緩
や
か
な
連
合
体
へ

「
金
沢
大
学
学
友
会
」

設
立
に
向
け
て

ひ
こ
．
て
口
し
稔

１
８
６
２
年
設
立
の
加
賀
藩
彦
一
一
一
種

し
神
。
じ
み

痘
所
を
源
流
と
す
る
金
沢
大
学
は
、
学

域
の
学
類
生
が
初
め
て
卒
業
す
る
２
０

１
２
年
に
「
創
基
１
５
０
年
」
を
迎
え
ま

す
。
創
基
１
５
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、

記
念
碑
の
設
置
、
創
基
１
５
０
年
史
の
編

さ
ん
、
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
の
ほ

か
、
全
学
同
窓
会
「
金
沢
大
学
学
友
会
」

（
学
友
会
）
の
設
立
を
め
ざ
し
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。

１
１

F1

よ
り
密
接
な
情
報
交
換
と
、
金
沢
大
学
を

強
力
に
支
援
す
る
環
境
の
醸
成
を
め
ざ
し

て
、
全
学
同
窓
会
「
金
沢
大
学
学
友
会
」
を

設
立
し
ま
す
。

※
サ
ー
ク
ル
・
同
好
会
、
学
年
会
・
ク
ラ
ス
会
・
学
科
・

ゼ
ミ
、
学
寮
、
地
域
・
職
域
・
海
外
等
の
同
窓
会
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等

学
友
会
は
、
「
設
立
構
想
概
念
図
」
に

示
す
よ
う
に
、
２
０
０
６
年
８
月
に
設

立
し
た
「
金
沢
大
学
同
窓
会
連
絡
協
議

会
」
を
構
成
す
る
学
部
・
学
科
や
前
身

校
の
同
窓
会
（
基
幹
同
窓
会
）
に
、
本
学

の
卒
業
生
で
組
織
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
同

窓
会
鰯
の
う
ち
、
学
友
会
に
加
盟
し
た
同

窓
会
（
登
録
同
窓
会
等
）
が
加
わ
っ
た
よ

り
広
い
組
織
で
す
。

学
友
会
は
、
①
大
学
と
密
接
な
情
報

交
換
を
行
い
、
同
窓
会
・
Ｏ
Ｂ
会
等
が
団

結
し
、
大
学
を
よ
り
強
力
に
支
援
す
る
環

境
を
醸
成
す
る
組
織
と
す
る
こ
と
、
②
同

窓
会
は
緩
や
か
な
連
合
体
で
あ
り
、
各
同

窓
会
は
独
自
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
、

③
基
幹
同
窓
会
と
登
録
同
窓
会
等
で
構

成
す
る
こ
と
、
④
各
々
の
権
利
と
義
務
を

区
別
し
た
制
度
設
計
と
す
る
こ
と
、
を
骨

格
と
し
て
い
ま
す
。

設
立
総
会
は
２
０
１
１
年
制
月
５
日

こ
の
骨
格
に
基
づ
き
、
役
員
構
成
・
事

務
局
・
財
政
等
の
在
り
方
、
事
業
計
画
、

会
則
等
に
つ
い
て
大
学
と
検
討
を
進
め
、

関
係
同
窓
会
の
加
盟
登
録
を
経
て
、
第

５
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
開
催
日
の
捌

月
５
日
に
設
立
す
る
予
定
で
す
。

新たな同窓会結成などの情報がありましたら，

学友支援室へご一報願います。

AcanU-lUSl8

1/12 /6 /611/6 11/610/17.1810/1710/8瀬
位
同
窓
会
支
部
等
総
会

［
法
経
文
学
部
Ⅲ
窓
会
］

７“
Ⅲ
卿

１
１
１

［
教
禰
側
窓
会
｝

脳
地
理
学
教
案
何
窓
会

１〔
恥
学
部
Ⅲ
窓
会
迎
蒜
会
〕

鵬
物
理
学
科
同
窓
会
焔
生
物
学
科
同
窓
会

〔
医
学
部
十
全
同
窓
会
｝

０

雌
能
登
叩
長
野

〔
薬
学
同
窓
会
｝

７Ｍ
石
川

｛
金
沢
工
業
会
］３

８

焔
坂
川
Ⅵ
茨
城
腿
綱
島

同
窓
会
逆
絡
協
議
会
第
加
Ⅲ
紳
那
会

新
聞
会
Ｏ
Ｂ
会
「
ｎ
門
会
」
総
会

法
文
学
部
昭
和
弱
年
卒
・

卒
後
訓
年
記
念
同
窓
会
・
記
念
械
樹

金
沢
城
公
剛
禰
川
門
口
に

「
金
沢
大
学
誕
生
の
地
」
布
碑
設
慨

第
４
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
・

金
沢
城
内
大
懇
親
交
流
会

教
育
同
窓
会
節
２
Ｍ
総
会

法
律
相
談
所
Ｏ
Ｂ
会

附
臓
高
校
中
央
官
庁
職
域

同
窓
会
「
の
が
す
み
会
」
総
会

法経文学部同窓会…･…･…･…

教育|iil窓会……………………

肌学部Iiil窓会連絡会…………

雁学部1-余同窓会……………

隈学部保健学科つるま'11窓会

薬学同窓会…………･･･………

金沢工業会……………………

lﾉLI高同窓会……･……………．．

同窓会の人的ネットワークを活用し,有意義な人生を

金沢大学同窓会連絡協議会参力Ⅱの同窓会 金沢大学は,卒業生を大学の重要な構成員と位置

付け,連絡協議会に未参加の前身校同窓会,入

学･卒業同期会,学科･研究室同窓会,学寮やサー

クルOB・OG会等の参加を得て,より強固な全学

同窓会組織(学友会)の確立をめざしています。

TEL(076)264-1667

TEL(076)264-5081(学友支援鐸Ⅷ）

TEL(076)264-5081(学友支援寵父付）

TEL(076)265-2132

TEL(076)265畳2504

TEL(076)260-6366

TEL(076)264-0482

TEL(076)262-5464(石川凹尚記念文化交流館内）
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梁
銘
（
冒
揖
言
眉
）
さ
ん

自
然
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
２
年
（
中
国
出
身
）

中
国
の
大
学
で
通
信
関
係
を
学
び
、
企
業
に
２

年
間
勤
務
し
ま
し
た
。
金
沢
大
学
で
は
場
所
ご
と

一
懲
溌

学
生
を
応
援
し
、
研
究
活
動
を
支
え
、

地
域
社
会
を
育
て
る
基
金
で
す
。

金
沢
大
学
基
金

〒920．1192石川県令沢市角悶町
L L 7 E ﾏ ｰ － － T -----一一

TEL(076)264.5111FAX(076)234-4010

EmaiI:sokil50＠adm,kanazawa-u・ac‘jp

http://www‘kanazawa｡u‘acJp/kanazawa1.50‘

寄附者別一覧(2011年1月末現在

創基150年記念事業準備委員会

基
金
の
運
用
収
益
に
よ
り
、
２
０
１
０
年
度
は
、
金
沢
大
学

学
生
特
別
支
援
制
度
「
外
国
人
留
学
生
修
学
支
援
奨
学

金
」
の
一
部
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
奨
学
金
の

受
給
者
か
ら
、
感
謝
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ハ
リ
ア
ン
ト
（
爵
ご
首
５
）
さ
ん

医
学
系
研
究
科
博
士
前
期
課
程
２
年
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
）

侭
仏
曾

看
謹
師
の
私
は
、
糖
尿
病
に
よ
る
下
腿
潰
癌

の
看
護
ケ
ア
を
主
に
行
っ
て
お
り
、
創
傷
治
癒
に

対
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
蜂
蜜
の
有
効
性
を
研
究

じ
＃
＃

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
奨
学
金
で
、
裾
宿
の
国
際

学
会
（
Ｅ
Ｐ
Ｕ
Ａ
Ｐ
）
に
研
究
成
果
を
発
表
で
き

ま
し
た
。
今
後
も
、
大
学
・
地
域
で
開
催
さ
れ
る

国
際
的
な
催
し
に
参
加
し
、
よ
り
交
流
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
電
波
を
特
定
す
る
研
究
に
取
り
組
み
、
３
月
に

修
了
い
た
し
ま
す
。
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
支
援

の
お
か
げ
で
学
業
を
修
め
る
こ
と
が
で
き
、
再
び
社

会
人
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
、
よ
り
一

層
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

燕教員を除く退職者の会

金沢大学堆金や金沢大学の近況について

お知らせする鵬金ニュースを,毎月発行して

います｡通fメールでの送付も111能です｡配

信をご希望の方は.金沢大学基金事務室ま

でご述絡ください。

<グループ150>ではメンバーを随時募集しています。

｢学艇フォーラム｣,｢学生フォーラム｣の開催に向け､

留学生の砦さんの参加も大歓迎です。

興味のある方はご述絡ください。

金沢大学基金事務室

〒920-1192石川県金沢市角間町

TEL(076)2645075FAX(076)234-4015

BmaiI:kikin＠a.m.kanazawa．u‘acjp

http://www･kikIn,kanazawau､ac・jp/kikirl

19金沢大学同窓会悩報金沢大学基金′創基150年記念事業

収猶したブドウを前に
け
る
大
学
の
役
割
を
と
も
に
考
え
る
の
は
極
め
て

意
義
深
い
こ
と
で
す
。
同
時
に
、
本
学
留
学
生
の

協
力
の
も
と
、
「
ア
ジ
ア
学
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
金

沢
」
も
開
催
し
ま
す
。

記
念
ワ
イ
ン
づ
く
り
に
参
加
！

２
０
１
０
年
相
月
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〈
グ

ル
ー
プ
－
５
０
〉
が
企
画
し
た
「
創
基
１
５
０
年
記

念
ワ
イ
ン
づ
く
り
に
参
加
し
よ
う
」
に
応
募
し
た

旧
人
の
参
加
者
が
、
穴
水
町
の
畑
で
ブ
ド
ウ
を
収

穫
し
ま
し
た
。
一
房
一
房
、
丁
寧
に
摘
み
取
ら
れ

た
ブ
ド
ウ
は
、
旭
年
に
発
売
さ
れ
る
記
念
ワ
イ
ン

の
原
料
の
一
部
と
な
り
ま
す
。

〈
先
魁
・
共
存
・
創
造
〉

創
基
１
５
０
年

記
念
事
業

「
ア
ジ
ア
５
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ

金
沢
」
開
催
に
向
け
て

金
沢
大
学
は
「
大
学
憲
章
」
に
お
い
て
「
地
域
に

お
け
る
学
術
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
、
北
陸
さ
ら

に
は
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
の
拠
点
と
し
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
進
む
世
界
に
向
け
て
情
報
を
発
信

す
る
」
と
自
ら
の
決
意
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
２

０
１
１
年
秋
に
ア
ジ
ア
５
大
学
の
学
長
に
よ
る
学

長
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
金
沢
大
学
の
重

要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
ア
ジ
ア
の
大
学
の
「
生
の

声
」
を
聞
き
、
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
現
在
と
未
来
に
お 金

沢
大
学
は
２
０
１
２
年
に
、
そ
の
源
流
と
な
る
加
賀
藩

ひ
こ
そ
し
叩
ど
う
じ
丞

彦
一
一
一
種
痘
所
の
設
立
（
１
８
６
２
年
）
か
ら
数
え
て
１
５
０

年
目
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

寄附者区分

役員30

教職員194

名誉教授27

健 寿会蕊63

卒業生1,360

学生の 保謹 者8

一般16

法人等147

合計1,845

延ぺ件数 金額(千円）

3，540

17，904

2，263

2，111

20，396

55

190

35，819

82，279



11/20

金
沢
大
学
散
策
ツ
ア
ー

11/7

P]［、 W
金大のいまが分かる｜ニュース＆トピックス

岬
一
眼
蝉
瀞
剛
罷
蕊
雌

川
月
担
日
に
は
、
第
２
回
植
樹
を
実
施
し
ま
し
た
。

順
一
鋪
雲
重
要

「
国
際
連
携
・
東
ア
ジ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
東
京
都

内
で
開
催
し
、
約
２
２
０
鳶
参
加
し
ま
し
た
。

”
｜
医
学
展
２
０
１
０

「
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｎ
」
を
テ
ー
マ
に
へ
２
日
間
で
約
３
０
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

石
碑
「
金
沢
大
学
誕
生
の
地
」
除

幕
式
鰯
脳
蝿
胤
鰯
蝿

10/16．1710/19 ｊ伽
○
二
○
一
〕
閏
一
如
月

？
］

11/6皿
密
裡
沢
大
学
ホ
‐
ム
ヵ
ミ

卒
業
生
の
桂
ま
ん
我
さ
ん
に
よ
る
落
語
会
や
抽

選
会
な
ど
、
出
席
者
参
加
型
の
企
画
が
数
多
く

行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
歓
迎
式

典
の
後
に
は
、
金
沢
城
五
十
間
長
屋
で
「
金
沢
城

内
大
懇
親
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ
、
卒
業
生
た
ち

が
旧
交
を
温
め
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

働
緬
卿
側
卿
趣

地
域
と
大
学
の
共
創
ま
ち
づ
く

り
「
金
津
ひ
が
し
竹
あ
か
り
」
を

実
施

附
属
特
別
支
援
学
校
高
等
部
で

創
基
１
５
０
年
記
念
缶
入
り

ク
ッ
キ
ー
を
製
作
画
関
脇
剛
蝋

虜

吻
一
識
鍬
大
学
と
報
道
機
関
と
の
懇

幅
一
第
岬
回
金
大
祭

肌
一
仙
苅
抑
川
一
剛
他
リ
ス
＆
て
く
て

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
企
画
が
た
く

さ
ん
催
さ
れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

雌
一
嬉
献
鋤
隊
学
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ゥ

能
登
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ユ
ニ
ッ
ト
開
設
を
記
念

し
、
「
地
域
連
携
で
加
速
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
研
究
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
と
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

キ
ャ
リ
ア
ラ
ー
ニ
ン
グ
バ
ス
ッ

ア
ー
（
大
阪
）
を
開
催側

■
■
■
■
、

一
Ｐ
郷
・
指
に
閲
速
毘
郵

10/2310/31

AEanthus20

11/19-2511/20
ｚ
ｏ
ぐ
①
目
』
）
里
．
｜
ｕ
月

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

北
陸
リ
ー
グ
全
勝
で
何
連
覇

吹
奏
楽
団
が
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
大
学
の
部
で
銅
賞
を
受
賞

イ
タ
リ
ア
か
ら
壁
画
修
復
士
を

招
き
鶴
学
生
へ
講
義
・
実
習
指
導

合
唱
団
が
全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
全
国
大
会
で
銀
寅
を
受
賞
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異

叢
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山忌静身幸きる母の里夢あ
罫扇曇電。鐸

鶴 爵蕊 i
割
０

Ｆ
Ｌ /19=24国

連
や
自
治
体
の
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。

rs

ho曇
津
凸Ｇ

ｒ

l

h 紬溺]1『 11移Z

螺
鋒
噌

生
物
多
様
性
条
約
第
加
回
締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
型
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

殴ﾏﾏ.￥

4零曇雲
＝■＝■

鱗
＝f迩豊

■

難
;;「

具
型

■
ｒ

⑨

Ｆ
ｒ
Ｌ

■

『 可

蝿再唾＝

:獄
識

｢金沢大学の日」

21,22日,COP10会場に｢里

山里海ブﾛジｪｸﾄ｣のパネルを

設囲し,大学の取り組みを紹介

:譲撫I写三壱一写三壱一
壷

沙,inBll、

■
識‘！

F＝

II

21ニュース＆トピックス

P，．

浬 鞠塞
刈”.r.r

－ 》
・
金
大
人
間
社
会
研
究
叢
書
』
第

１
巻
を
刊
行

ジジ

西江■■殉

｡側r蝿館

蕊
港
跨
蓉

蕊
鶴

一
口

B,I

b■

19日,IPSI(SATOYAMAイニシアティブ国際パートナーシップ)発足式典
23‘24日石川県企画の能登エクスカーション

金
沢
大
学
放
送
局
「
ｗ
ｅ
ｂ
‐
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｓ
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
の
コ
ン
テ

ス
ト
で
最
優
秀
作
品
賞
を
受
賞

医
学
類
公
認
サ
ー
ク
ル
「
亘
く
の

シ
ａ
六
四
コ
四
Ｎ
凹
乏
、
」
が
平
成
塑

年
度
「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

助
成
」
事
業
に
採
択

一

水
引
細
工
や
餅
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

12/18.19 12/10 12/9 12/7

ご
①
の
①
目
け
亀
一
通
月

Ⅸ
』
窪
ご
匡
舞
【
喫
一
１
月

２

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大

学
と
の
研
究
交
流
会
を
開
催

第
３
回
金
沢
大
学
女
性
研
究
者

支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

緬
翻
淵
麹
劇
遡

い
し
か
わ
金
沢
学
冬
コ
ー
ス
を

開
催

留
学
生
懇
談
会
を
開
催

噂

能
登
総
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

能
登
半
島
で
展
開
す
る
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
、
訂
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

1/5
。
う
ゑ

四
十
九
郵
姻
い
』
０
大
琴
一
。
』

山
畢
予
吃
０
欠
呈
Ｉ
虎
坐
．

鼻
閲
上
卜

”
｜
金
沢
大
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

文
化
人
類
学
者
の
青
木
保
青
山
学
院
大
学
大

学
院
特
任
教
授
が
「
創
世
紀
文
明
と
大
学
」
と

題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

1/101/27



理
工
研
究
域
の
安
藤
敏
夫
教
授
ら
の
研
究
グ

ル
ー
プ
が
科
学
誌
『
ｚ
、
言
『
里
に
論
文
掲
載

肌
界
雌
尚
性
能
の
尚
速
脈
子
間
力
顕
微
鏡
（
Ａ

Ｆ
Ｍ
）
で
、
タ
ン
パ
ク
蘭
の
柵
造
助
態
を
吹
接
、
尚

解
像
雌
影
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

夢

D ATANOTE

Acanthus22

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学
と
大
学
間
交

流
協
定
を
締
結

２
０
１
１
年

１
脚
極

金
沢
美
術
工
芸
大
学
と
大
学
間
交
流
に
関
す

る
包
括
協
定
を
締
結

迎
挑
・
協
力
を
強
化
し
、
地
域
社
会
の
さ
ら
な
る
発

展
に
寅
献
し
ま
す
。

ベ
ト
ナ
ム
・
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ホ
ー
チ
ミ
ン
シ

テ
ィ
工
科
大
学
と
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結

一
交
流
協
定

ｎ
月

中
国
・
東
華
大
学
と
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結

川
月

人
間
社
会
環
境
研
究
科
が
中
国
・
漸
江
大
学

人
文
学
院
と
部
局
間
交
流
協
定
を
締
結

２
０
１
０
年

９
脚
礎

人
間
社
会
環
境
研
究
科
が
韓
国
・
仁
荷
大
学

校
文
科
大
学
と
部
局
間
交
流
協
定
を
締
結

多久和隅教授(中央)を中心とする研究グループ

11
身

医
薬
保
健
研
究
域
の
中
沼
安
二
教
授
ら
が
提

唱
す
る
病
理
分
類
等
が
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
州
消
化
器
腫
傷
分
類
●
だ
採
用

協定書をとり交わす金沢美大久世学長(左)と中村学長(右）

理
化
学
研
究
所
、
京
都
大
学
、
理
工
研
究
域
の
福

森
義
宏
教
授
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
刑
の
。
一
の
．
。
凪
に

論
文
掲
載

淵
室
効
果
ガ
ス
を
発
服
さ
せ
る
一
酸
化
窒
紫
遮
元
酵

素
の
立
体
柵
造
を
世
界
で
初
め
て
解
明
し
ま
し
た
。

一
受
賞

１
Ｊ
１
Ｊ

医
薬
保
健
研
究
域
の
金
子
周
一
教
授
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
肝
臓
が
血
糖
を
上
げ
る
ホ
ル
モ

ン
を
つ
く
る
こ
と
を
発
見
し
「
ヘ
パ
ト
カ
イ
ン
」

と
命
名

阻
月

附
属
中
学
校
の
坂
口
匠
教
頭
が
平
成
胆
年
度

文
部
科
学
大
臣
教
育
者
表
彰
を
受
賞

平
成
理
年
度
医
学
教
育
等
関
係
業
務
功
労
者

表
彰・

作
間
祥
一
附
属
病
院
歯
科
技
工
ｔ

・
今
村
明
子
附
属
病
院
実
験
助
手

人
間
社
会
研
究
域
の
倉
田
徹
准
教
授
が
香
港

の
「
一
国
二
制
度
」
の
研
究
で
第
躯
回
サ
ン
ト

リ
ー
学
芸
賞
を
受
賞

２
０
１
０
年

Ⅲ
側
碑

平
成
躯
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
中
綬
章
（
教
育
研
究
功
労
）

・
久
田
欣
一
瀦
祥
教
授

・
古
田
孝
匝
塙
群
教
授

瑞
宝
単
光
章
（
学
校
業
務
功
労
）

・
烏
他
一
元
自
動
水
遮
娠
手
中
肱
長

が
ん
研
究
所
が
中
国
・
復
旦
大
学
上
海
が
ん

病
院
と
部
局
間
交
流
協
定
を
締
結

医
薬
保
健
研
究
域
の
榊
原
千
秋
助
教
が
平
成

躯
年
度
社
会
貢
献
者
表
彰
を
受
賞

医
薬
保
健
研
究
域
の
東
田
陽
博
教
授
が
２
０

１
０
年
度
金
沢
市
文
化
賞
を
受
賞

医
薬
保
健
研
究
域
の
多
久
和
陽
教
授
ら
の
研

究
グ
ル
ー
プ
が
動
脈
硬
化
の
画
期
的
治
療
薬

を
開
発

２
０
１
１
年

１
同
挿

附
属
小
学
校
の
乗
富
章
子
教
諭
が
平
成
躯
年

度
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
員
表
彰
を
受
賞

一
研
究
・
教
育
実
績

一
鍵

２
０
１
０
年

０
１

１
ｊ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
サ
イ
エ
ン
ス
機
構
の
岩
坂
泰
信
特

任
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
日
本
海
上
空
で

起
き
る
黄
砂
粒
子
の
液
滴
化
現
象
を
発
見

栂影されたタンパク質の柵造動態

－

30，r、

＝＝ミ

マ

，

lo027ms 1．174mg蝶馬1mg
【

一

－し=夢

匝 …’
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地域の杵さまの生涯学習をお手伝いいたします。

http:"www・kanazawa-u,acjp/facuIty/kaihoc/kouza､htm－

鷺111Ⅶ、T甑箔術
☆マークはサークルのイベント。（）は開催場所です。

＊マークは金沢大学サテライト・プラザで開催します。

特に明記がないものは金沢大学角間キャンパスで開催しますcCALENDA]R

7Ⅱ
2フィルハーモニー管弦楽団サマーコンサート(金沢歌劇座)☆

3月
附属高等学校卒業式

タウンミーティングin七尾(サンピー ﾑ日和ヶ丘）

ミニ講演｢返還後の香港に見る中国との付き合い方｣＊

附属特別支援学校卒業式

前期日程合格発表

附属幼稚園修了式

附属小学校卒業式

附属中学校卒業式

一般入試後期日程

能登半島地震4周年ﾒﾓﾘｱﾙ･ﾌｫー ﾗﾑ(轄島市･禅の里交流館）

学生リユース市

能登里山マイスター修了式(能幾学舎）

後期日程合格発表

学位記・修了証書授与式(いしかわ総合ｽボｰﾂｾﾝﾀｰ）

４
５
５
８
８
９
０
１
２
２
３
９
２
２

１
１
１
１
１
１
２
２

8月
4.5オープンキャンパス 一

6月
18吹奏楽団サマーコンサート(金沢I|i文化ﾎー ﾙ)☆

罰 bL
オーブンキャンパス2011

日時／8月4日(木),5日（金）
午前の部／受付9:30

／開始10:00

午後の部／受付13:00

／開始13:30

OPEN！
KAN鰹AWII
mV醗訓￥

23DATANOTE／イベントカレンダー

金沢大学は魅力が詰まった箱。

ふたを開けて自ら体験してみよう！デー

12-16夏季一斉休業

学位記・修了証脊授与式

日時／3月22日（火）開式10:00

場所／いしかわ総合スポーツセンター
（金沢市稚日野町北222番地）

･開式の辞・同窓会連絡協議会

･学位記授与会長祝辞

･学長告辞・学長表彰

･在学生代表送辞・校歌斉唱

･卒業生代表答辞・祝典演奏

･修了生代表答辞・閉式の辞

７
８
８
９

２
２
２
２

附属中学校研究発表会

ミニ講演｢英国発グラウンドワーク(仮)」＊

ﾏﾝドﾘﾝｸﾗブ富山大・金沢大合同演奏会(金沢市文化ﾎー ﾙ)☆

開学記念無料法律相談(四商記念館）

／

公開講座

4/9-30塑造による頭像の制作

4/29漢方の不思議を解く1Part4：薬酒一薬草園学入門講座一

5/14-21コードネームを使った簡単なピアノ伴奏講座初級コース

5/14-6/18がん研究の最前線＊

5/21城と歴史を活かしたまちづくり＊

6/1-29世界の川の文化論＊

6/19-7/17日中関係を考える糸口一多角的に中国を見る一

6/25-7/9科学・技術・社会一西と東一＊

6/25-8/2O子どもにとっての親の役割を考える

7/2-9コードネームを使った簡単なピｱﾉ伴奏講座中級ｺース

7/2-9高校生から分かる法学・政治学の諸問題(第二弾）＊

7/16-1814世紀の絵画技法・フレスコ画制作

8/3-4高校生のための医学・発生生物学への招待

8/24-25聴覚障害児を指導する教員のための手話講座

9/3健康寿命をのばそう(Part3）＊

9/3-10生活の中の化学について学ぶ

9/10-10/1健康を創ろう

10/15海の考古学＊

11/10-24大学の地域連携がうみだすもの＊

1/21-28戦後教育の60年を振り返る＊

1/28-3/24細胞診断学演習

2/14-16薬局見学・体験ツアー

24オープン・スクール｢生活考発想熟」

月
７
８
８
１
２
２
４

附
設
１
１
１
２

入学宣誓式(いしかわ総合ｽボー ﾂｾﾝﾀー ）

履修ガイダンス

附属小学校・中学校・商等学校・将別支援学校入学式

オリエンテーション

前期授業開始

附属幼稚園入園式

ミニ講演｢北陸新幹線金沢開業と北陸の観光交通」＊
■

5月
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ｲﾝ海Zﾄｸエア(中央図瞥蝕2階y
本を含めさまざまな悩報とふれあうスペース二

[炎紙写典]同然科学系MiI棚(角間キャンパス）

全而ガラス張りの壁面と開放的な'11形の吹き抜けが特徴です｡主に剛・

_'二･薬学分野の卿書等約34万冊を収蔵｡大規模な自動化智:邸が完{iiiさ

れ‘IlfいⅨllII:もスムーズに取り川せます｡モデルは,サークル紹介に職

場したバスケットボール部の袴さん。
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コ
パ
ゴ
こ
い
締
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周
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剖
一
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で
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抑
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戸
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唾
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E エーに垂

天井に,金沢大学の前身

校の一つ旧制第四高等
学校の校軍｢北斗星lが

金沢大学の最新1情報は

金沢大学ホームページからご覧いただけます。

http://www・kanazawaﾖu､acjp／

httpWdaigakuic､ip/kanazawa風u／

』

｛

Ｉ

K-Dictionary
金沢大学の魅力を
230のキーワードから

紹介します。
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携帯サイトはこちら’

Acanthusとは

古代ギリシャ・ローマに''1米する植物で.和名を雌伽(ハアザミ）とい

う。金沢大学校章のモチーフとなっていることから,キャンパス内施設

に名称が使われるなど.1と年にわたり挙生や教職貝に親しまれている。
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場所を紹介し窒寸！

2012年，

金沢大学は

創基150年。
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